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2011年台風 12号の那智川水系、熊野川水系の調査地域に
おける被害パターンについて  
 
小田 高之 
 
【修士論文概要書】 
 
本論文は 2011 年の台風 12 号により被害を受けた紀伊半島における実地調査をもとに書
かれたものである。実地調査は計 3 回にわたり行い、1 回目は水害の発生から約 3 週間後
に当たる 9 月 23 日から 9 月 25 日の 3 日間、2 回目はさらに 1 ヵ月後の 10 月 23 日から 10
月 24 日の 2 日間、3 回目は水害の発生時から数えて 3 ヶ月後に当たる 12 月 4 日の 1 日を
費やした。 
まず第１章では近年の豪雨災害における人的被害の特徴をまとめている。近年の豪雨
災害の特徴として、風水害における犠牲者の減少、その中でも土砂災害が原因による死亡
が割合的に高いこと、そして犠牲者のうちで高齢者の割合が顕著なことが挙げられる。一
方、今回の台風 12 号の人的被害を見ると、犠牲者の数が近年の風水害の犠牲者と比べて
多いこと、その中でも土砂災害による死者・行方不明者の数が顕著なことが挙げられる。
人的被害に限って考察してみても、今回の台風 12 号は被害が甚大だったと考えられる。 
次に第 2 章、3 章では 3 回に分けて行った調査のそれぞれの行程を示している。調査人
数は第 1 回が 2 人、第 2 回が 5 人、第 3 回が 2 人と少人数で実行した。第 1 回の調査は被
災から約 3 週間後に行ったこともあり、様々な困難があった。第 2 回、第 3 回の調査時に
何度も利用した国道 168 号線は、調査時点では土砂崩れによる通行止めで使用できず、
JR を使用し串本駅まで行った。国道 168 号線は関西圏と新宮市等の太平洋側を繋ぐ幹線
道路である。これは後に気付いたが、奈良県・十津川村など紀伊半島の山間部に位置する
村にとって幹線道路を寸断されることは様々な障害となる。奈良県や和歌山県の沿岸部か
らそこまで至る迂回路は村道など限られたものとなり、道に慣れた人でなければ行けない
場所になる。このような状況の中で、第 1 回調査では主に和歌山県・那智勝浦町、新宮市
を中心として実行した。第 2 回目の調査は国道 168 号線が復旧したとの事前情報があり、
車で奈良県・五條市からレンタカーで奈良県・十津川村を中心に調査した。第 3 回目の調
査は、2 回目と同様に奈良県・五條市から国道 168 号線を使用し、十津川村を中心に調査
することとした。 
第 4 章では台風 12 号の特徴をまとめた。2011 年 8 月 25 日の未明に、台風 12 号が太平
洋上に展開するマリアナ諸島の近海で発生し、強い勢力を維持しつつ日本列島の南海上を
時速 10km 前後の緩い速度で北上して、9 月 5 日 6 時に日本海の北部で終息した。台風 12
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号の発生から消滅までの継続期間は 270 時間に及ぶ。台風 12 号の速度が遅くなった原因
として気象庁は次の 2 点を挙げている。 
(1) 太平洋高気圧が日本列島の東側から張り出して、台風の北上する進路を阻んだ。 
(2) 偏西風が日本列島から離れた北側で吹いていたので、台風を東向きに押し流す運動を
加速できなかった。 
その結果、紀伊半島へ南の海上から長時間にわたって同じ地域へ湿った空気が送り込ま
れ、集中的な豪雨をもたらし、河川の氾濫ならびに山地の崩壊による土砂災害を引き起こ
した。今回の豪雨は紀伊半島の多くの地点で AMeDAS の観測が始まって以来の最大降雨
量を記録した。振り返って、紀伊半島を今まで襲った豪雨は伊勢湾台風(1959 年)、ジェー
ン台風(1950 年)、そして熊野川大水害(1889 年)が挙げられる。その中でも、熊野川大水害
の文献と今回の台風 12 号を比較すると 
１）台風の経路が四国東部から真北へ向かい、中国地方を経由して日本海へ抜けるこ
と。 
２）四国の南海上で 1 日以上の間、台風が停滞し続けること。 
３）四国から中国地方にいたる陸上では、時速 10km 前後でゆっくり北上したこと。 
４）四国に上陸した時の中心気圧が両台風とも約 980hPa であること。 
５）十津川水害時の天気図から推して、今回の台風と同じく約 200km の直径をもつこ
と。 
以上のような 5 点の類似性が示唆できる。 
 次に第 5 章では紀伊半島の地勢について記した。山地の連なる紀伊半島は太平洋に向か
って南へ突き出す地理的な要因から、国内有数の多雨地帯として知られ、過去にも幾多の
台風被害に見舞われてきた。すなわち九州や四国の南部と同様に、太平洋で発生した台風
の影響をじかに受け、かつ高い山地によって大量の雨水を受け止めている。その結果、紀
伊半島の山地を縫う急流が常に氾濫する危険性を潜在的に内包している。 
そして第 6 章では調査した地域を那智川水系と熊野川水系の 2 系列に分け、それぞれ下
流から上流に向かって整理しなおしている。那智川水系には N の頭文字を付け、6 か所の
調査地域を示した。那智川とは那智山および烏帽子山に源を発し、長谷川・井谷川・大谷
川などの支流を合わせもって熊野灘の那智湾に注ぐ。流域面積として 24.5 平方 km および
幹川流路延長が約 8.5km の 2 級河川である。それに対して、熊野川水系では 13 カ所の調
査地域を記した。熊野川は奈良県・吉野郡・天川村の山上ヶ岳に源を発し、十津川の渓谷
を南に流れて熊野灘に注ぐ。流域面積 2,360 平方 km、幹川流路延長 183km の 1 級河川で
あり、奈良県・和歌山県・三重県の 3 県にまたがる。 
続いて第 7 章では被害パターンによる分類を行った。今回の調査により水系に限らず被
害パターンが 5 項目に分類できると考える。それは(1)浸水による被害、(2)土砂混じり浸
水による被害、(3)土石流による被害、(4)深層崩壊による被害、(5)水防装置の破綻による
被害である。(1)～(4)の項目はそれぞれ下流から上流にむかって行くにつれ表われる被害
のパターンであり、(5)は少し特殊な状態だと考えられる。 
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さらに第 8 章では水害に対する既往の取り組みについて述べている。第一級河川である
熊野川は国土交通省管轄であり、平成 16 年(2004)に国土交通省・近畿地方整備局を筆頭
として「熊野川懇談会」が設立された。同懇談会は熊野川を下流部と上流部に分け、2 つ
の整備の対象地域を設定している。下流部は熊野川河口から約 5km 上流の相賀地区まで
の区間、および相野谷川、市田川を含む和歌山県・三重県にまたがる流域を対象とし、こ
の区間では市田川と鮒田の水門をもち、高岡地区・鮒田地区・大里地区に輪中堤を築いて
いる。上流部は奈良県の天川村、十津川村および五條市にまたがる流域。猿谷ダムを中心
として、地域内に多くの取水堰堤をもつ。すなわち同懇談会では、台風 12 号で堤防が決
壊した和歌山県・新宮市・相筋地区や、輪中が建設された三重県・紀宝町・高岡について
も検討すべき議題に上っていた。 
そして第 9 章では、調査した内容をまとめ、被害パターンの考察を行った。それらを 3
つにまとめ本論文の結論とした。 
 
１）非常にゆっくりとした速度で中国地方、四国地方を縦断した台風 12 号はその経路の
東側に位置する紀伊半島に豪雨をもたらした。その結果、AMeDAS で気象観測を開
始してから 32 年間における当該地域の最大降雨量を更新した箇所が多数みられた。
それはそれぞれ、1 時間の最大降雨量では 1 ヶ所、24 時間の最大降雨量では 12 カ
所、48 時間の最大降雨量では 16 カ所、72 時間の最大降雨量では 20 カ所を数える。
これは少なくともここ 32 年間において、紀伊半島の降雨量としては前例のない規模
であったと言える。加えて、1 時間という短期の最大降雨量を記録した箇所より、48
時間、72 時間という比較的長期にわたる最大降雨量を観測した地点の方が多かった
ことも挙げられる。 
 
２）過去にさかのぼって紀伊半島における類似した水害の事例を求めると、122 年前の明
治 22 年(1889 年)に発生した「十津川大水害」に行き当たる。当時の文献記録に照ら
せば以下の類似性が指摘できる。 
 
a)台風の経路が四国東部から真北へ向かい、中国地方を経由して 
日本海へ抜けること。 
b)四国の南海上で 1 日以上の間、台風が停滞し続けること。 
c)四国から中国地方にいたる陸上では、時速 10km 前後で 
ゆっくり北上したこと。 
  d)四国に上陸した時の中心気圧が両台風とも約 980hPa であること。 
e)十津川水害時の天気図から推して、今回の台風と同じく 
約 200km の直径をもつこと。 
 
３）現地調査した熊野川水系・那智川水系ともに多大な降雨量にともなって、下流部では
溢れた河川による家屋への浸水ならびに流入した土砂による被害が顕在化していた
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が、適切な避難行動に基づいて人命の損失は希少であった。一方で上流部では浸水の
被害は無論のこと、海成の軟らかい地質で構成された山肌が鋭くえぐられて倒木とと
もに流下した土砂災害、あるいは表土を支持した地中深くの岩石まで流失する「深層
崩壊」の現象が目立った。これらの土石流や深層崩壊に巻き込まれた家屋あるいは人
命はほとんど避難する暇もなく、限定された箇所とはいえ短時間のうちに悉く流失さ
れたケースが多い。 
